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令和４年度が始まりました 

三課程合同入学式 

 

 ４月１１日（月）、三課程合同入学式を行いました。昼間部35名、夜間

部６０名、通信制６４名、計1５９名の新入生が新たに佐世保中央高校の仲

間入りをしました。松尾校長先生は式辞の中で、「自分に誇りを持ち、自

分と周りの人たちを大切にする人であってほしい」「学び成長する喜び

を、この佐世保中央高校でたっぷりとあじわってほしい」という二つのお

願いをなさいました。 

 人はだれもが、かけがえのない大切な存在です。そのことを認識するこ

とは、思いやりのある人間関係を築くことにつながります。また、学んで成長することはとても楽

しいことです。学校生活で、学び方を学び、何か新しいことを自分で学ぶ力を身につけることは一

生の財産です。「自分について」「世界について」人と交わりながら、深く、楽しく学ぶことで成

長して行くことができます。 

 新入生の皆さんが、佐世保中央高校で充実した

日々を過ごすことを願っています！ 

  

 新転任の先生より 

☆４月８日（金）、令和４年度の新着任式・始業式を行いました。☆ 

 新着任式では、増田大輔副校長先生以下、４名の先生方が着任されまし

た。増田副校長先生は、「中央高校の第一印象は、『優しさがある』とい

うこと。この大きい校舎がきれいに清掃されているのは、生徒一人ひとり

の『優しさ』があるからだと思います。」と挨拶をされました。 

 続く始業式で松尾校長先生は生徒に「三つのお願い」をされました。 

一つ目は、自分に価値があることを信じ、自分を大切にしてほしい。同様

に、周りの人にも価値があることを忘れずに過ごして欲しいということで

す。学校で一番大切なのは、生徒の安心・安全を守ることです。そのため

には、自分と他者を大切にすることが欠かせないというお話でした。 

 二つ目は、学び、成長する喜びを大切にしてほしいということです。こ

の４月から成人年齢が１８歳に引き下げられます。大人として社会に関わ

る力をつけなければなりません。しっかり学んで、そして成長の喜びを味

わって、社会の中で一人の大人として生きることができる人になってほし

い ということでした。 

 三つ目は、新入生に佐世保中央高校の良さを伝えて欲しいということで

す。新入生が佐世保中央高校に来て良かったと思えるように、先輩たちが

充実した高校生活を送り、成長した姿を見せてほしいというお話でした。 

 校長先生のわかりやすいお話に、生徒は真剣に聞き入っていました。 

☆今年度各学年の担任の先生方です！☆ 

令和元年度卒業生作成の昼間部のキャラク

ター、メエメエです。今年度も昼間部のニュー

スをたくさんお届けします！ 

1年次 １組 川瀬陽子・豊村聡子 ２組 平山春美・松山真美 副担任 

井野口隆一 

深谷秀光 

２年次 １組 白鶴亜紀子・宮坂美樹 副担任 平山陽一・熊本由以子・平野光明 

３年次 １組 鬼山祐二・秀 隆男 副担任 江上博志・岩永 裕・黒川美香 

松山 真美先生（数学） 

教師になって初めて、ふるさと佐世保

での勤務となりました。教室から田ん

ぼと山と川が見える学校から赴任して

きたため慣れるまで時間がかかるかと

思いますが、精一杯頑張ります！！よ

ろしくお願いします。 

 

増田 大輔副校長先生（数学） 

このたび、五島南高校から赴任してき

ました。専門教科は数学です。８年ぶ

りに佐世保へ戻ってきましたが、８年

で佐世保の町も大きく変わったことを

痛感しています。生徒のみなさんと共

に頑張りたいです。よろしくお願いし

ます。 

山口 真人先生（事務） 

大塔小学校から来ました。高校で働く

のは初めてなので、机椅子が大きく見

えます。生徒のみなさんも、立派な大

人に見えます。みなさんがもっと成長

できるように頑張ります。 

豊村 聡子先生（国語） 

平戸高校から赴任してまいりました。

長い間、海と山に囲まれた場所に住ん

でいたので、佐世保の街にドキドキす

る毎日です。早くなじめるように頑張

りたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

昼間部の新入生です！ 


